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ハスは水生の多年生植物で、花は咲きにくいが根茎の肥大性は強い「食用ハス」と、花が咲きやすく

根茎の肥大性は弱い「観賞用ハス」があります。ハスは夏に綺麗な花を咲かせ我々の目を楽しませる

だけでなく、肥大した根茎（レンコン）や果実（種子）は食用として、葉や花はお茶として、さらにハ

スのほぼ全ての部位は生薬として利用されるなど、幅広い用途のある植物です（第1図）。一般的に、

ハスの栽培には広い面積が必要であるため、温度や光などの生育環境に対する影響を調査するのが困難

です。しかし、当研究室ではハスの実生を利用したコンパクトな栽培体系を用いることで、様々な生育

環境に対するハスの形態や品質への影響を調査しています（第２図）。ここで明らかになった形質を活

用し、ハスの安定生産・高品質化栽培技術の開発に貢献したいと考えています。
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